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生賴範義展～吉川英治を描く～

３階特設展示「アナタの知らない都

道府県のトリセツ」

１月１７日（水）～３月１７日（日）

各都道府県を一冊丸ごと取り上げ

ている「トリセツ」シリーズを中心

にアナタの知らない全国の特徴や魅

力を紹介します。これからのシーズ

ンに役立ててください。※開館期間

中は展示資料の閲覧・貸し出し可

青梅図書館・おはなし会＆ミニ工作会

１月２１日（日）　午前１０時１５

分～１１時４０分 青梅図書館おは

なしの部屋 先着２０人

中央図書館・絵本のべんきょう会

１月２６日（金）　午前１０時～

正午 多目的室 子どもたちの前で

読み聞かせ等の活動をしている方・

する予定のある方 三学期に読みた

い本、学年末に読みたい本。講師…

伊藤美枝子氏 先着３０人

梅郷図書館・おはなし会「うめこの時間」

１月２７日（土）　午前１１時～

１１時２０分 梅郷市民センター多

目的室 ０歳児から 先着２５人

梅郷図書館☎７４－９０２５

中央図書館・おはなし会

１月２７日（土）　午前１１時～

１１時４０分 おはなしの部屋 ４

スポーツ・観光・文化

青梅市吉川英治記念館新春展示

大門市民センター☎３１－２２５１

苔
こ け だ ま

玉作り教室

２月２１日（水）　午前１０時～

１１時３０分 市内在住・在勤の

１８歳以上の方 作って育てる苔玉

作りを楽しみませんか。講師…造園

施工管理技士　榎戸　芳氏、服装・

持ち物…作業のできる服装、手袋、

タオル、園芸用ハサミ（お持ちの方）、

１月の日曜納付窓口

日 時　２８日（日）
　　　午前９時～午後４時
問　収納課収納管理係

１月の納期限（１月３１日）

▽市・都民税…４期　

▽国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料・介護保険料…７
期

歳児以上 先着３０人

中央図書館・ちっちゃいこのおはなし会

１月２８日（日）　午前１１時～

１１時４０分 おはなしの部屋 ３

か月（首がすわってから）～４歳児

と保護者 先着１５組

持ち帰り用ビニール

袋 先着１５人（予

約制） １，５００円

（材料代） １月２３

日から電話で

　江戸時代、女性が江戸城大奥や江戸市中の大名・旗本屋敷の奥
お く む き

向で

働くことを、奥奉公や御
ご て ん ぼ う こ う

殿奉公と言いました。彼女達は御
ご て ん じ ょ ち ゅ う

殿女中や

奥
お く じ ょ ち ゅ う

女中とも呼ばれ、多くは江戸市中や近郊農村の出身者でした。旧下

師岡村（現在の師岡町、東青梅地区）の名主を務めた吉野家の一人娘「み

ち」もその中の一人で、文政１０（１８２７）年頃に御
ご さ ん き ょ う

三卿の一つ田

安家へ奉公に上がりました。その後、江戸城本丸、一橋家で御殿女中

として働き、天保１０（１８３９）年頃、３２歳の時に本草学者で幕

府の医官を務めた田村元長に嫁ぎました。

　「みち」の実家である吉野家には彼女が奉公先や嫁ぎ先から出した

１１５通の手紙が残されていました。その手紙には、御殿での暮らし

ぶりや当時の世相の分かる物もあり、大変貴重な史料と言えます。ま

た、両親からの支援に対し、御殿でしか手に入らない珍しいお菓子や

主人からの頂き物を送ると書かれた手紙もあります。

　「吉野みちの手紙」が含まれている旧多摩郡下師岡村名主吉野家文

書は、昭和６３（１９８８）年２月２２日に都指定有形文化財に指定

されています。（市郷土博物館所蔵）　現在、市郷土博物館で開催中の

企画展「青梅の御殿奉公～江戸に上がった女性たち～」では、「吉野

みちの手紙」をはじめ、市内の旧家

に残されていた徳川家からの拝領品

などの資料も展示しています。

　市文化財保護指導員の案内のもと郷土・

青梅に関する知識を深めてみませんか。

日時　 ３月２日（土）

　　　午前９時１５分～正午

※雨天中止

行程　 旧吉野家住宅（集合）～青梅新町

の大井戸～西間原公園～富士塚～

桜株～旧吉野家住宅（解散）

定員　２０人（抽選）

申し込み

　２月２日（必着）までに往復ハガキに

〈往信裏〉住所、氏名、年齢、電話番号 

〈返信表〉住所、氏名を記入し、〒１９８

－００５３駒木町１－６８４郷土博物館

「わがまち青梅講座」係へ

※ １人同伴可（要同伴者名）

開拓の地　新町を歩く

わがまち青梅講座

青梅市の文化遺産８５

御殿女中吉野みちの手紙

市文化財保護指導員　小島みどり

問　郷土博物館☎２３－６８５９

企画展「青梅の御殿奉公～江戸に上がった女性たち～」では、「吉野

伏屋友賀作品展　かばばかり　ときどきパンダ

　市立美術館で公募展ビエンナーレＯＭＥ入賞作家作品展（アートによるまちづくり推進事業）を開

催します。かばやパンダを題材にした日本画約３７点（予定）を展示します。

会期　１月２０日（土）～３１日（水）

時間　午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで）

会場　市立美術館１階市民ギャラリー

会期中のイベント ワークショップ「かばべこを作ろう」

日時　１月２８日（日）　午前１０時～１１時３０分

定員　先着１０人（予約制）

※小学２年生以下は保護者同伴

申し込み　 １８日の午前９時から電話☎２４－１１

９５で市立美術館へ

作家略歴

　東京都出身。多摩美術大学大学院日本

画研究領域修了。２０１２年より日春

展、臥龍桜日本画大賞展、日展、上野の

森美術館大賞展等に入選を重ねる。ビエ

ンナーレＯＭＥ２０１３で大賞受賞。

作家からのコメント

　かばとパンダのユニークな表情や仕草

に、人の思いや仕草を重ね合わせて作品

制作をしています。観た方がかばときど

きパンダに囲まれる、怖いような楽しい

空間を作りたいと思っています。

問 市立美術館☎２４－１１９５

《たぬきねいり》墨、胡粉、岩絵具、

麻紙　２０１７年

《あの手この手どの手》墨、胡粉、岩絵具、

和紙　２０２３年　　 ※日展入選作品

©生賴範義
△吉野みちの手紙

アートによるまちづくり推進事業

　画家・イラストレーターの生
お お ら い の り よ し

賴範義（１９３５～２０１５）は、講談

社創立６０周年を記念して刊行する吉川英治全集の「三国志」の新聞広

告のイラストを依頼され、初めて手掛けました。大きな注目を浴び人気

を博し、その後も吉川英治作品の装画、挿絵などを描きました。

　本展示では、みやざきアートセンターからお借りした生賴範義のイ

メージした迫力ある原画作品や、吉川英治作品の関連資料を展示します。

日程　１月２０日（土）～３月１７日（日）

時間　午前１０時～午後５時（入館は４時３０分まで）

会場　吉川英治記念館展示室　　※ 休館日は月曜日（祝日の場合は翌日）

観覧料　大人５００（４００）円

　　　　小・中学生２００（１５０）円

※カッコ内は２０人以上の団体料金

その他 詳細は、市ホームページをご覧ください。

★オーライタロー氏トークイベント

　画家であり生賴範義氏のご子息であるオーライ

タロー氏によるトークイベントです。

日時　２月１１日（日）　午後１時３０分から

会場　吉川英治記念館主屋　　

定員　先着３０人（予約制）

※別途要観覧料

申し込み　 １月１７日から電話☎７４－９４７７で

　　　　　吉川英治記念館へ（午前１０時～午後５時）

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

ＯｍｅＢｌｕｅ（青梅ブルー）は、青梅に住み、働き、活動するすべて

の方が、それぞれの立場の自由な発想で参加可能な地域プロモーション

の取り組みです。

ＩｎｓｔａｇｒａｍＦａｃｅｂｏｏｋ

● 事業等は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって変更・中止になる場合があります。最新情報は市ホームページ等をご覧ください。

● 市役所・イベント等へお出かけの際は、体温の測定、手指の消毒、ボールペンの持参にご協力ください。体調がすぐれない場合のお出かけはご遠慮ください。

青梅市役所秘書広報課　〒１９８－８７０１青梅市東青梅１－１１－１☎０４２８－２２－１１１１ ０４２８－２２－３５０８ https://www.city.ome.tokyo.jp/発行・編集

中央図書館☎２２－６５４３


